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言語と文化：言葉の変化１	




言語学とは何か	


Phonology （音声学・音韻論）	
音韻を研究する分野	


Morphology（形態論）	
 形態音素論を含む	


Syntax	
（統語論）	
 文の構造を記述する分野	


Semantics（意味論）	
 意味を研究する分野	


Pragmatics（語用論）	

言葉が社会でどのように使用
されているかを研究する分野	
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有声音 vs. 無声音 
•  有声音は声帯の周期的な震動を伴う音 

•  母音[a]・[e]・[i]・[o]・[u]は通常、有声音 
•  子音では、[b]・[d]・[g]のような破裂音や[v]・[z]のような摩擦音などが有声音 

•  無声音は声帯の周期的な震動を伴わない音 
•  [p]・[t]・[k]のような破裂音や、[f]・[s]のような摩擦音などが無声音 

•  母音の無声化 
•  無声子音にはさまれた、または無声子音に続く狭母音（u, i など）が無声音になる
傾向。「すき焼き（s°kiyaki）」 

•  子音の有声化 
•  複合語の後部要素の初頭にある清音が、濁音に変化する現象。 
連濁（sequential voicing）（例）　壁紙　　/kabe + kami/ → [kabe+gami] 

•  複合語において、後部要素の初頭子音が/k/ /s/ /t/ /h/のどれかである場合、そ
れぞれ次のように変化。/k/ /s/ /t/ は単純な有声化。 

•  k → g   言語普遍性 
s → z   言語普遍性 
t → d   言語普遍性	
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言語学とは何か	


n  社会言語学	


n  心理言語学	


n  応用言語学	


n  歴史言語学	


n  対照言語学	


n  認知言語学	


n  コーパス言語学	
 



言語学とは何か	


社会言語学	




言語学で何が課題なのか	


n  言語普遍性と言語固有性	


n  心理的距離感	


n  変異（バリエーション）	

n  時空間変異：現在および過去における地理的・社会的変異、
歴史的変化の様相	


n  バリエーションの4タイプ	


	
 

  意味・機能における複数の形式に注目 特徴的なひとつの形式に注
目 

発音・語彙レベル 言語変異（例：ラ抜き、丁寧否定形式、
社会階級差：Labovらの変異理論）	


社会指標形式（例：京こと
ば：~はる敬語、男性と女性
の言語スタイル） 

発話レベル 
  

言語行動（例：Blum-Kulkaらの異文化
間語用論）	


社会指標行動 
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時間	


空間	



